
　
そ
の
時
代
の
東
北（
陸
奥
国
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
）の
国
府（
役
所
）は
、
多
賀
城
に
あ
り

ま
し
た
。
羽
黒
前
遺
跡
は
、
多
賀
城
か
ら
西
に

約
３
㎞
の
位
置
に
あ
り（
羽
黒
前
遺
跡
の
位
置

図
を
参
照
）、
遺
跡
自
体
が
高
台
に
あ
る
の
で
、

当
時
は
多
賀
城
政
庁
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
と

推
察
さ
れ
ま
す
。

■
防
御
施
設
を
伴
う
集
落
の
可
能
性

　
今
回
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
遺
構
が
何
の
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
か
を
考
え
る
う
え
で
重

要
な
の
が
溝
跡
で
す
。

　
溝
跡
は
高
台
の
建
物
を
囲
む
堀
、
つ
ま
り
防

御
施
設
と
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
す
。
こ
の
当
時
、
大
和
政
権
と
蝦
夷
と

の
戦
い
が
激
化
し
て
い
ま
し
た
。
８
世
紀
後
半

に
は
蝦
夷
の
襲
撃
を
受
け
、
国
府
多
賀
城
が
全

焼
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
考
え

る
と
、
今
回
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
集
落
は
蝦

夷
の
来
襲
に
対
抗
す
る
た
め
に
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
の
で
す
。

　
建
物
跡
を
囲
む
溝
跡
は
、
蝦
夷
の
攻
撃
を
防

ぐ
堀
と
し
て
作
ら
れ
、
集
落
の
人
々
は
、
３
㎞

先
の
多
賀
城
政
庁
に
狼
煙（
の
ろ
し
）を
上
げ
る

等
を
し
て
蝦
夷
襲
撃
を
知
ら
せ
て
い
た
の
で
は

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
出
土
し
た
遺
物
や
遺
構
の
さ
ら
に
詳

細
な
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
最
終
的
な
調

査
結
果
報
告
書
は
令
和
４
年
度
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。

■
斜
面
の
建
物
跡
と
溝
跡

　
発
掘
作
業
で
は
、
遺
跡
の
丘
陵
平
面
部
で
３
か

所
の
建
物
跡
が
見
つ
か
り
、
そ
こ
か
ら
西
の
斜
面

上
に
７
か
所
の
建
物
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
２

ペ
ー
ジ
上
部
の
写
真
は
、
斜
面
上
に
あ
る
建
物
跡

の
発
掘
作
業
の
様
子
で
す
。
そ
し
て
、
左
の
写
真

の
と
お
り
、
建
物
跡
を
囲
む
よ
う
に
溝
跡
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
溝
跡
の
長
さ
は
65
ｍ
、
幅
約
1
ｍ
、

深
さ
は
最
大
で
50
㎝
ほ
ど
。
周
辺
か
ら
出
土
し
た

土
器
な
ど
か
ら
、
溝
跡
が
作
ら
れ
た
の
は
、
8
世

紀
後
半
か
ら
９
世
紀
初
頭
に
か
け
て
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　「
羽
黒
前
遺
跡（
は
ぐ
ろ
ま
え
い
せ
き
）」は
、
利

府
町
と
仙
台
市
に
ま
た
が
る
形
で
登
録
さ
れ
て
い

る
遺
跡
で
す
。
利
府
町
で
は
、
同
地
区
の
宅
地
造

成
計
画
に
伴
う
発
掘
調
査
を
５
月
か
ら
約
５
か
月

間
実
施
し
ま
し
た
。（
左
図
の
と
お
り
）

　
羽
黒
前
遺
跡
は
、
従
来
は
中
世
の
宗
教
遺
跡
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
を
進
め
る
こ
と

で
新
た
な
使
わ
れ
方
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
特
集
で
は
、
10
月
31
日
現
在
の

発
掘
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　発
掘
作
業
っ
て
ど
う
や
る
の
？

　
重
機
で
表
土
を
除
去
し
た
後
、
ジ
ョ
レ
ン

と
い
う
道
具
を
使
っ
て
少
し
ず
つ
表
土
を
削

り
、
遺
構（
昔
の
人
が
建
物
な
ど
を
建
て
る

た
め
に
掘
っ
た
跡
）を
探
し
ま
す
。
遺
構
の

部
分
は
周
囲
の
土
と
は
色
や
硬
さ
が
違
う
の

で
、
そ
れ
ら
を
観
察
し
な
が
ら
慎
重
に
堀
り

進
め
て
い
き
ま
す
。

　ど
う
や
っ
て
年
代
を
特
定
す
る
の
？

　
出
土
し
た
土
器
や
砥
石
等
の
遺
物
や
、
堆

積
土
の
特
徴
を
見
て
特
定
し
ま
す
。▲これは建物跡から出土した砥石です。鉄

を研ぐために使われていたので、すでに
鉄文化が浸透した時代だと特定できます。

▲ジョレンによる遺構検出の様子。後ろでは削った
土を運んでいます。ニュースで見るようなハケを
使う作業はほんの少ししかありません。大部分は
こうした体力勝負の作業がほとんどです。

▲羽黒前遺跡の位置図（国土地理院地図）

▲上空から見た斜面の建物跡と溝跡

▲現在の羽黒前遺跡から多賀城方向を望む。利府JCTや、宮城東部衛生処理組合が見え、
高台にあることが分かります。

▲斜面で検出された建物跡の調査の様子。調査員の手前にはカマドから流出したと思われる炭の層と、
須恵器（窯で焼かれた土器）の蓋が見えます。この蓋は内側に墨が付着しており、硯として転用されて
いたことが分かりました。

教育部生涯学習課
文化振興係 谷野主任

調査担当者から

神谷沢地区にある羽黒前遺跡。
調査を進めて分かった、「防御施設を伴う、集落」の存在。

羽黒前遺跡
発掘調査

特
集

　今回の発掘調査は宅地造成により失われる遺跡を記録として保存するために行わ
れたものです。新たな歴史の発見を得られる代わりに、それまで土の中で守られていた
遺跡を掘り起こし、最終的に無くなってしまうのは何とも言えない寂しさを感じること
があります。
　しかし、調査によって記録保存された遺跡は地域の歴史を伝えるものとして活用
されていくことになります。調査後の仕事として、そのように働きかけをしていく
ことがとても大事だと私は思っています。
　発掘調査を通して得られた当時の人々の営みを、その魅力とともに、広く伝えて
いきたいと考えています。

場所：ペア・パル利府（町民交流館）展示コーナー
期間：12月21日（火）から27日（月）まで
閲覧無料です。ぜひお越しください。

「羽黒前遺跡発掘調査パネル展」
を開催します。

速報

問　生涯学習課　文化振興係　☎767-２１97

斜面の建物跡

溝跡

平場の建物跡

調査箇所

多
賀
城
跡
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